
岩
手

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
水
沢
市
佐
倉
河
字
渋
田
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
六
月
ｉ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
水
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
久
間
　
賢

５
　
遺
跡
の
種
類
　
嫉
柵
官
行
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
ｉ

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

胆
沢
城
跡
は
、
水
沢
市
街
地
の
北
東
約
四
血
、
北
上
川
と
胆
沢
川
の
合
流
地

南
西
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
方
約
六
七
五
ｍ

の
築
地
と
内
外
溝
に
よ
り
区
画

さ
れ
る
外
郭
線
、
そ
の
中
央
南

寄
り
に
、
方
約
九
〇
ｍ
の
政
庁

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
五
九
次
発
掘
調
査
は
、
掘

立
柱
列
が
区
画
す
る
政
庁
内
西

Ｄ

北
隅
地
区
を
対
象
に
実
施
し
た
。

●

政
庁
跡
の
構
造
に
つ
い
て
は
、

既
に
、
正
殿
、
東
脇
殿
、
南
関
、

東
門
、
北
辺
建
物
が
検
出
さ
れ
、
全
体
で
六
期
の
遺
構
変
遷
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
今
回
政
庁
区
画
北
西
隅
の
確
認
と
、
正
殿
北
西
地
区
で
の
建
物
跡
の
有
無

の
確
認
を
目
的
と
し
て
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
北
辺
区
画
の
掘
立
柱
列

全
二
期
重
複
）
と
そ
の
内
外
の
溝
、
西

北
建
物
に
あ
た
る
掘
立
柱
建
物
三
棟
以
上
、
そ
の
他
土
坑
、
小
柱
穴
な
ど
が
発

見
さ
れ
た
。
西
北
建
物
の
最
も
古
い
Ｓ
Ｂ
二
〇
〇

一
は
南
北
三
柱
間

（約
六
じ
、

東
西
五
柱
間

（約
一
五
じ
。　
二
期
目
の
建
物
Ｓ
Ｂ
二
〇
二
二
は
、
梁
行
二
柱
間

（約
四
じ
、
桁
行
二
柱
間

（約
四
じ

以
上
の
南
北
棟
で
、
東
に
一
柱
間

（約
二
・

四
ｍ
）
の
廂
状
施
設
が
付
く
構
造
と
解
さ
れ
る
が
、
南
端
が
調
査
区
外
に
あ
り

詳
細
を
確
定
出
来
な
い
。　
三
期
目
の
建
物
ｓ
Ｂ
二
〇
〇
三
は
、　
東
西
三
柱
間

（約
六
じ
、
南
北
二
柱
間
以
上
の
建
物
で
あ
る
。
な
お
、
建
物
Ｓ
Ｂ
二
〇
〇

一

と
建
物
ｓ
Ｂ
二
〇
三
二
は
、
そ
の
変
遷
過
程
に
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇
八
が
存
在
し

て
い
る
。
ま
た
、
建
物
Ｓ
Ｂ
二
〇
二
二
と
建
物
Ｓ
Ｂ
二
〇
〇
三
は
重
複
す
る
位

置
に
柱
列
が
存
在
す
る
が
、
明
確
な
前
後
関
係
を
把
握
出
来
な
い
。

木
簡
は
、
北
辺
区
画
内
溝
か
ら
二
点
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、

深
さ
○

・
五
ｍ
前
後
の
溝
底
に
近
い
層
中
で
、
木
片
や
用
途
不
明
木
製
品
と
と

も
に
発
見
さ
れ
た
。
溝
の
状
況
は
、
上
部
堆
積
土
に

一
〇
世
紀
前
半
の
中
葉
頃

に
降
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
灰
白
色
火
山
灰
が
積
も
り
、
木
簡
投
棄
の
下
限
が

一
〇
世
紀
前
半
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
木
筒
伴
出
遺
物
は
、
須
恵
系
土

器
を
主
体
に
瓦
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
九
世
紀
末
を
上
限
と
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
木
街
の
投
棄
年
代
は
九
世
紀
末
か
ら

一
〇
世
紀
前
半
の
中
棄
と
判
断

則堅ヽヽ

沢忌
城
跡

1989年出上の木簡
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さ
れ
る
。

木
簡
が
投
棄
さ
れ
た
時
期
の
政
庁
お
よ
び
周
辺
官
衛
の
状
況
は
、
政
庁
区
画
、

主
要
殿
舎
が
機
能
し
、
特
に
、
昭
和
六

一
年
度
第
五
二
次
調
査
検
出
の
府
庁
厨

屋
、
昭
和
六
三
年
度
第
五
四
次
調
査
検
出
の
中
郭
南
門
が
存
在
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
「
射
手
所
請
飯
壱
科
五
枡

右
内
神
仕
射
手
〔配

嚇
万
監
酢
酌
酔

∞
ド
〇
×
］
ド
×
］
　
Φ
μ
μ

つ
　
関
係
文
献

水
沢
市
教
育
委
員
会
『胆
沢
城
跡
平
成
元
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
盆
九
九
〇

年
）

（佐
久
間
　
賢
）

嫁
彰
蜀
鏑

漏
め
翔
T島

竹
み
喝
覆
一静う
筆

弾




